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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上端開口型の筒状容器と、
　前記筒状容器内で棒状化粧料の下端部を保持する保持体と、
　前記筒状容器の上端開口に設けた蓋体と、
　前記蓋体を開閉するためのヒンジ部と、
　前記筒状容器の外周部に設けた操作体と、
　前記筒状容器の上下端方向に前記操作体をスライド可能とするスライド機構部と、
　前記筒状容器の上下端方向に前記保持体を昇降可能とする昇降機構部と、
　前記操作体のスライド動作と前記保持体の昇降動作と前記ヒンジ部による前記蓋体の開
閉動作とを連動させる連動手段と、を備え、
　前記ヒンジ部は、前記蓋体の裏面外周部から前記操作体の方向に向けて垂下した形態の
屈曲可能な樹脂板材によって形成され、
　前記筒状容器の上端付近が前記操作体のスライド上限点として設定され、前記筒状容器
の下端付近が前記操作体のスライド下限点として設定されていて、
　前記スライド上限点から前記スライド下限点に向けて前記操作体をスライドさせたとき
には、前記ヒンジ部がスライド下限点に向けて移動しながら前記筒状容器の外周面に対し
て反る方向に屈曲することで、前記蓋体は開いた状態になる一方、その状態から前記操作
体を前記スライド上限点までスライドさせたときには、前記ヒンジ部が前記スライド上限
点に向けて移動しながら屈曲前の元の状態に戻ることにより、前記蓋体は閉じた状態にな



(2) JP 6271792 B1 2018.1.31

10

20

30

40

50

り、
　前記蓋体を安定に閉じた状態とする固定ロック手段として、前記蓋体の裏面縁部に切欠
き部を設けるとともに、前記蓋体が閉じられている状態において、前記操作体の一部が前
記切欠き部に入り込むように構成してあり、
　前記切欠き部が前記ヒンジ部より外側にずれた位置に配置されていることにより、前記
切欠き部に入り込んだ前記操作体の一部が前記切欠き部の内壁に突き当たって前記蓋体を
押し上げたときに、前記ヒンジ部より内側に位置する前記蓋体の裏面が前記筒状容器の上
端開口に押し付けられた状態になること
　を特徴とする棒状化粧料容器。
【請求項２】
　前記ヒンジ部として、ポリプロピレン樹脂板からなるＰＰヒンジが用いられること
　を特徴とする請求項１に記載の棒状化粧料容器。
【請求項３】
　前記蓋体の裏面にフックが設けられる一方、該フックを引っ掛けるための凹部が前記筒
状容器の内周面に設けられていて、前記蓋体が閉じられた状態のときに、前記フックの先
端部が前記凹部に落ち込んで引っ掛かる構造になっていること
　を特徴とする請求項１または２に記載の棒状化粧料容器。
【請求項４】
　前記昇降機構部は、前記操作体のスライド動作に連動して前記保持体を昇降動作させる
ための昇降ベルトを有し、
　前記蓋体と前記ヒンジ部と前記昇降ベルトとが一部品で構成されていること
　を特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の棒状化粧料容器。
【請求項５】
　前記スライド上限点から前記スライド下限点方向に前記操作体が滑落するのを防止する
ストッパ手段を備えること
　を特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の棒状化粧料容器。
【請求項６】
　前記棒状化粧料は、棒状アイブロウ、棒状アイライナー、棒状リップライナー、棒状コ
ンシーラー、棒状口紅、棒状リップクリーム、棒状アイシャドウであること
　を特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の棒状化粧料容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、棒状口紅、棒状リップクリームなどの棒状化粧料を繰出し可能に収容する棒
状化粧料容器に関し、特に、部品点数が少なく、かつ、シンプルな構造で、使い勝手も優
れたものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の棒状化粧料は容器に収容されており、この種の容器としては、例えば特
許文献１に記載された棒状化粧料容器が知られている。
【０００３】
　特許文献１の図１（Ｂ）（Ｃ）および（Ｄ）を参照すると、同文献１に記載された棒状
化粧料容器（以下「従来の棒状化粧料容器」という）は、上端開口型の筒状容器（２０）
と、筒状容器（２０）の上端開口に設けた蓋体（３０）と、蓋体（３０）を開閉するため
のヒンジ部（３１）と、筒状容器（２０）の外周部に設けた操作体（６２）と、を備えて
いる。
【０００４】
　そして、前記従来の棒状化粧料容器では、操作体（６２）を筒状容器（２０）の下端方
方向にスライドさせると、そのスライドに連動して、筒状容器（２０）から筒状容器（２
０）の上端開口に向けてスリーブ（４０）が先に突出し、これに遅れて当該スリーブ（４
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０）の内側から棒状化粧料（Ｋ）が突出するように構成されており、先に突出したスリー
ブ（４０）で蓋体（３０）が突き上げられることにより、当該蓋体（３０）はヒンジ部（
３１）を介して開の状態となるように設定されている。
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の図１（Ｄ）や図２等に図示の通り、従来の棒状化粧料容器
では、蓋体（３０）を開閉するためのヒンジ部（３１）の具体的な構成として、ピン軸を
使用したいわゆる軸ヒンジを採用している。このため、少なくともピン軸とこれを回転可
能に支持する軸受部材が必要になる点で、蓋体（３０）の開閉構造を構成する部品の点数
が多く、蓋体（３０）の開閉構造が複雑にならざるを得ないという問題点がある。
【０００６】
　また、従来の棒状化粧料容器によると、その構造上、操作体（６２）のスライドに連動
して蓋体（３０）は開くが、開いた蓋体（３０）は手動で閉じなければならず、この点で
使い勝手が悪い。
【０００７】
　なお、開いた蓋体（３０）をバネ材によって閉じる方法も考えられるが、この方法によ
ると、バネ材の採用によって更に部品の点数が多くなるという欠点や、蓋体（３０）の開
閉構造がより一層複雑になるという欠点がある。
【０００８】
　さらに、従来の棒状化粧料容器は、開いた蓋体（３０）が筒状容器（２０）の上端開口
付近に位置する状態で残るので（特許文献１の図１（Ｄ）を参照）、筒状容器（２０）の
上端開口から露出した棒状化粧料（Ｋ）を使って化粧を行うメイク作業などの際に、蓋体
（３０）が邪魔になる場合もあり、この点でも使い勝手が悪い。
【０００９】
　また、従来の棒状化粧料容器にあっては、前述の軸ヒンジの部分が嵩高で飛び出た形態
なるので、棒状化粧料容器としての見栄えも悪く、棒状化粧料容器全体のスリム化を図る
ことも困難である。
【００１０】
　なお、前記カッコ内の符号は、特許文献１で用いられている符号である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特許第２９０５１４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、前記問題点を解決するためになされたものであり、その目的は、部品点数が
少なく、かつ、シンプルな構造で、使い勝手も優れた棒状化粧料容器を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するために、本発明は、上端開口型の筒状容器と、前記筒状容器内で棒
状化粧料の下端部を保持する保持体と、前記筒状容器の上端開口に設けた蓋体と、前記蓋
体を開閉するためのヒンジ部と、前記筒状容器の外周部に設けた操作体と、前記筒状容器
の上下端方向に前記操作体をスライド可能とするスライド機構部と、前記筒状容器の上下
端方向に前記保持体を昇降可能とする昇降機構部と、前記操作体のスライド動作と前記保
持体の昇降動作と前記ヒンジ部による前記蓋体の開閉動作とを連動させる連動手段と、を
備え、前記ヒンジ部は、前記蓋体の裏面外周部から前記操作体の方向に向けて垂下した形
態の屈曲可能な樹脂板材によって形成され、前記筒状容器の上端付近が前記操作体のスラ
イド上限点として設定され、前記筒状容器の下端付近が前記操作体のスライド下限点とし
て設定されていて、前記スライド上限点から前記スライド下限点に向けて前記操作体をス
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ライドさせたときには、前記ヒンジ部がスライド下限点に向けて移動しながら前記筒状容
器の外周面に対して反る方向に屈曲することで、前記蓋体は開いた状態になる一方、その
状態から前記操作体を前記スライド上限点までスライドさせたときには、前記ヒンジ部が
前記スライド上限点に向けて移動しながら屈曲前の元の状態に戻ることにより、前記蓋体
は閉じた状態になり、前記蓋体を安定に閉じた状態とする固定ロック手段として、前記蓋
体の裏面縁部に切欠き部を設けるとともに、前記蓋体が閉じられている状態において、前
記操作体の一部が前記切欠き部に入り込むように構成してあり、前記切欠き部が前記ヒン
ジ部より外側にずれた位置に配置されていることにより、前記切欠き部に入り込んだ前記
操作体の一部が前記切欠き部の内壁に突き当たって前記蓋体を押し上げたときに、前記ヒ
ンジ部より内側に位置する前記蓋体の裏面が前記筒状容器の上端開口に押し付けられた状
態になることを特徴とする。
【００１４】
　前記本発明において、前記ヒンジ部として、ポリプロピレン樹脂板からなるＰＰヒンジ
が用いられることを特徴としてもよい。
【００１６】
　前記本発明において、前記蓋体の裏面にフックが設けられる一方、該フックを引っ掛け
るための凹部が前記筒状容器の内周面に設けられていて、前記蓋体が閉じられた状態のと
きに、前記フックの先端部が前記凹部に落ち込んで引っ掛かる構造になっていることを特
徴としてもよい。
【００１７】
　前記本発明において、前記昇降機構部は、前記操作体のスライド動作に連動して前記保
持体を昇降動作させるための昇降ベルトを有し、前記蓋体と前記ヒンジ部と前記昇降ベル
トとが一部品で構成されていることを特徴としてもよい。
【００１８】
　前記本発明において、前記スライド上限点から前記スライド下限点方向に前記操作体が
滑落するのを防止するストッパ手段を備えることを特徴としてもよい。
【００１９】
　前記本発明において、前記棒状化粧料は、棒状アイブロウ、棒状アイライナー、棒状リ
ップライナー、棒状コンシーラー、棒状口紅、棒状リップクリーム、棒状アイシャドウで
あることを特徴としてもよい。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明では、棒状化粧料容器おける蓋体を開閉するためのヒンジ部として「蓋体の裏面
外周部から操作体の方向に向けて垂下した形態の屈曲可能な樹脂板材」を採用した。この
ため、当該ヒンジ部は一枚の樹脂板材で構成されるから、従来の軸ヒンジを採用したヒン
ジ部に比べ、部品の点数が少なく、また、蓋体の開閉構造も一枚の樹脂板材からなる簡単
な構造になる点において、部品点数が少なく、かつ、シンプルな構造の棒状化粧料容器を
提供し得る。
【００２１】
　また、本発明では、前述の通り、スライド上限点からスライド下限点に向けて操作体を
スライドさせたときには、ヒンジ部がスライド下限点に向けて移動しながら筒状容器の外
周面に対して反る方向に屈曲することで、蓋体は開いた状態になるように構成した。つま
り、蓋体の開時にヒンジ部はスライド下限点である筒状容器の下端付近まで移動でき、そ
のヒンジ部の移動に伴って蓋体もヒンジ部と同じ方向に移動することで、蓋体は筒状容器
の下端付近に配置されるから、開いた蓋体が筒状容器の上端開口付近に位置する状態で残
ることはなく、蓋体がメイク作業などの邪魔にならない点で、使い勝手の良い棒状化粧料
容器を提供し得る。
【００２２】
　さらに、本発明によると、ヒンジ部を構成する樹脂板材は、従来の軸ヒンジに比べ、薄
くて嵩張らないので、棒状化粧料容器としての見栄えの向上や、棒状化粧料容器全体のス
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リム化を図るのに好適な棒状化粧料容器を提供し得る。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は本発明を適用した棒状化粧料容器（操作体がスライド上限点に位置する状
態）の断面図
【図２】図２（ｂ）は図１（ａ）中のＡ－Ａ線で切断した棒状化粧料容器の断面図、図２
（ｂ）はそのＡ－Ａ線で切断した筒状容器単体の断面図。
【図３】図３（ａ）は図１の棒状化粧料容器における操作体をスライド上限点からスライ
ド下限点の方向に少しスライドさせた状態の断面図、図３（ｂ）はその操作体を更にスラ
イド下限点の方向にスライドさせることで、ヒンジ部が屈曲し、蓋体が開いた状態の断面
図。
【図４】図４は図１の棒状化粧料容器における操作体がスライド下限点までスライドした
状態の断面図。
【図５】図５は本発明の他の実施形態（その１）の説明図。
【図６】図６（ａ）は図１の棒状化粧料容器から蓋体とヒンジ部（ヒンジ基部を含む）と
昇降ベルトを取り出した状態の説明図、図６（ｂ）は本発明の他の実施形態（その２）の
説明図。
【図７】図７は本発明の他の実施形態（その３）の説明図。
【図８】図８は本発明の他の実施形態（その４）の説明図。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、添付した図面を参照しながら詳細
に説明する。
【００２５】
　図１は本発明を適用した棒状化粧料容器（操作体がスライド上限点に位置する状態）の
断面図である。また、図２（ｂ）は図１（ａ）中のＡ－Ａ線で切断した棒状化粧料容器の
断面図、図２（ｂ）はそのＡ－Ａ線で切断した筒状容器単体の断面図、図３（ａ）は図１
の棒状化粧料容器における操作体をスライド上限点からスライド下限点の方向に少しスラ
イドさせた状態の断面図、図３（ｂ）はその操作体を更にスライド下限点の方向にスライ
ドさせることで、ヒンジ部が屈曲し、蓋体が開いた状態の断面図であり、図４は図１の棒
状化粧料容器における操作体がスライド下限点までスライドした状態の断面図である。さ
らに、図６（ａ）は図１の棒状化粧料容器から蓋体とヒンジ部（ヒンジ基部を含む）と昇
降ベルトを取り出した状態の説明図である。
【００２６】
《棒状化粧料容器の概要》
　図１を参照すると、同図の棒状化粧料容器１は、上端開口型の筒状容器２と、筒状容器
２内で棒状化粧料Ｋ（図４参照）の下端部を保持する保持体３と、筒状容器２の上端開口
４に設けた蓋体５と、蓋体５を開閉するためのヒンジ部６と、筒状容器２の外周部に設け
た操作体７と、筒状容器２の上下端方向に操作体７をスライド可能とするスライド機構部
８（図２（ａ）参照）と、筒状容器２の上下端方向に保持体３を昇降可能とする昇降機構
部９と、操作体７のスライド動作と保持体３の昇降動作とヒンジ部６による蓋体５の開閉
動作とを連動させる連動手段１０と、を備えた構成になっている。
【００２７】
　棒状化粧料Ｋとしては、例えば、棒状アイブロウ、棒状アイライナー、棒状リップライ
ナー、棒状コンシーラー、棒状口紅、棒状リップクリーム、棒状アイシャドウを採用する
ことができる。
【００２８】
《筒状容器の説明》
　図２（ａ）（ｂ）を参照すると、図１の棒状化粧料容器１においては、筒状容器２の具
体的な構成として、筒状容器２をその筒状の軸方向に沿って縦割り分割した２つの容器片
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２００を作製し、これら２つの容器片２００を突合わせ接合することによって一つの筒状
容器２となる構成（図１（ｃ）参照）、および、その接合部Ｃにおいて筒状容器２の外周
面に凹部１１（以下「容器外面凹部１１」という）が設けられる構成を採用している。
【００２９】
《保持体の説明》
　図１を参照すると、保持体３は、筒体３１の内側中央付近に受け台３２を設けた形状で
あって、その筒体３１の上部から受け台３２の方向に向けて棒状化粧料Ｋ（図４参照）の
下端部を挿入する形式で装填できるように構成されており、挿入装填された棒状化粧料Ｋ
は、受け板台３２の底面と筒体３１の内面とで安定に保持される。このような保持体３は
樹脂で形成しているが、樹脂以外の素材で形成することも可能である。
【００３０】
《蓋体の説明》
　蓋体５は、筒状容器２の上端開口４形状に合わせて硬質の樹脂で形成しているが、これ
に限定されることはない。蓋体５を構成素材は必要に応じて適宜変更することができ、硬
質樹脂以外の樹脂や樹脂以外の素材で蓋体５を形成することも可能である。
【００３１】
　蓋体５の裏面には環状突起５１が形成されており、蓋体５の閉時にその環状突起５１が
筒状容器２の上端開口４に没入することで、蓋体５の閉時における左右方向へのズレは効
果的に防止される。そのような蓋体５のズレが生じない場合は、環状突起５１を省略して
もよい。
【００３２】
　蓋体５を安定に閉じた状態とする固定ロック手段として、図１の棒状化粧料容器１にお
いては、蓋体５の裏面縁部に切欠き部５２を設けるとともに、図１のように蓋体５が閉じ
られている状態において、操作体７の一部、具体的には後述するスライド体７１の先端部
が切欠き部５２に入り込むように構成してある。
【００３３】
　また、切欠き部５２に入り込んだ操作体７の一部（具体的には、前述のスライド体７１
の先端部）が切欠き部５２の内壁に突き当たって蓋体５を押し上げるように構成すること
もでき、そのような押し上げの力が作用した蓋体５は、その力の作用点に対して支点とな
るヒンジ部６から見て、かかる作用点とは反対側、すなわち筒状容器２の上端開口４側に
押し付けられるので、蓋体５は、更に安定に閉じた状態になる。
【００３４】
《ヒンジ部の説明》
　ヒンジ部６は、蓋体５の裏面外周部から操作体７の方向に向けて垂下した形態の屈曲可
能な樹脂板材によって形成されている。図１の棒状化粧料容器１では、蓋体５の裏面外周
部の具体的な位置として、蓋体５の外周縁から少し内側に入り込んだ位置を採用し、この
ような蓋体５の内側位置からヒンジ部６が垂下するように構成したことで、ヒンジ部６が
筒状容器２の外周面より出っ張らないように設定してある。
【００３５】
　前記のようなヒンジ部６の具体的な構成として、図１の棒状化粧料容器１では、いわゆ
るＰＰヒンジを採用している。このＰＰヒンジは、短冊状のＰＰ（ポリプロピレン）樹脂
板を用意し、ＰＰ樹脂板の一端側を蓋体５の裏面外周部に取り付け固定するとともに、Ｐ
Ｐ樹脂板の取付け固定端付近が他の部分に比べて比較的大きく屈曲可能なヒンジ部６とし
て機能する構成、および、ＰＰ樹脂板全体のうちヒンジ部６以外の部分はヒンジ部６を支
持するヒンジ基部６１として機能する構成になっている。
【００３６】
　図１のように蓋体５が閉じている状態のとき、ヒンジ部６は、筒状容器２の上端２Ａ付
近に位置し、かつ、屈曲することなく蓋体５とほぼ直角の状態となるように構成されてい
る。この状態において、筒状容器２の下端２Ｂ方向に向けてヒンジ基部６１を押し下げる
力が作用すると、ヒンジ部６は、筒状容器４の下端２Ｂ方向に移動しながら筒状容器４の



(7) JP 6271792 B1 2018.1.31

10

20

30

40

50

外周面に対して反る方向に屈曲できるように構成されており（図３（ｂ）参照）、このよ
うなヒンジ部６の屈曲動作によって、図３（ｂ）に示したように、蓋体５は開いた状態に
なる。
【００３７】
　また、前記のように蓋体５が開いた状態において、ヒンジ基部６１を筒状容器４の上端
２Ａ方向に押し上げる力が作用すると、ヒンジ部６は、筒状容器２の上端２Ａ方向に移動
しながら、その弾性復元能力によって屈曲前の元の状態に戻るように構成されており、こ
のようなヒンジ部６の弾性復元動作によって、図１に示したように、蓋体５は閉じた状態
になる。
【００３８】
　先に説明したＰＰヒンジと同等の樹脂板材、例えば、ポリエチレン樹脂板などをヒンジ
部６として適用することも可能である。また、ヒンジ部６と蓋体５は別々の素材で構成す
ることもできるし、同じ素材で一体に成形することも可能である。
【００３９】
　ヒンジ部６と同じ素材で蓋体５を一体成形した場合には、ヒンジ部６と蓋体５が一部品
として構成されるので、部品点数の削減という利点を有する反面、蓋体５が屈曲変形し易
くなるなどの不具合が想定される。この場合は、補強部材によって蓋体５を補強すればよ
く、かかる補強部材としては、先に説明した環状突起５１を採用してもよい。
【００４０】
《操作体とそのスライド機構部の説明》
　図１を参照すると、操作体７は、細長板状のスライド体７１と、スライド体７１の表面
に設けた操作用凸部７２と、を備えた構成になっている。
【００４１】
　前記のような構成の操作体７を筒状容器２の上下端２Ａ、２Ｂ方向にスライド可能とす
るスライド機構部８（図２（ａ）参照）の具体的な構成として、図１の棒状化粧料容器１
では、図２（ａ）に示したように、スライド体７１の左右両側にガイドレール８１を設け
る一方、この左右両側のガイドレール８１に対応する一対のスライドガイド溝８２を容器
外面凹部１１に設けるとともに、その左右両側のガイドレール８１および一対のスライド
ガイド溝８２が筒状容器２の上下端２Ａ、２Ｂ方向に沿って形成される構成、および、一
対のスライドガイド溝８２に左右両側のガイドレール８２がスライド可能に係合する構成
を採用している。
【００４２】
　なお、図１の棒状化粧料容器１では、筒状容器２の上端２Ａ付近を操作体７のスライド
上限点Ｐ１として設定し、筒状容器２の下端２Ｂ付近を操作体７のスライド下限点Ｐ２（
図４参照）として設定しており、これにより、操作体７は、スライド上限点Ｐ１からスラ
イド下限点Ｐ２までの範囲（筒状容器２の上端２Ａ付近から下端２Ｂ付近までの範囲）で
スライド可能となっている。
【００４３】
《昇降機構部の説明》
　図１および図２（ａ）（ｂ）を参照すると、昇降機構部９は、容器外面凹部１１の両内
側面に設けた昇降ガイド溝９１と、その昇降ガイド溝９１に摺動可能に嵌め込まれた可撓
性の昇降ベルト９２と、を備えている。
【００４４】
　昇降ガイド溝９１はその始端９１Ａから終端９１Ｂまでの範囲が全体としてＵ字形状と
なるように形成してある。このＵ字形状は、具体的には、筒状容器２の上端２Ａ付近から
始まり、筒状容器２の下端２Ｂ付近９１ＣでＵ字状にカーブして折り返した後、同筒状容
器２の上端２Ａ付近まで戻るような形状になっている。
【００４５】
　図１のように蓋体５が閉じている状態において、昇降ベルト９２の先端９２Ａは筒状容
器２の上端２Ａ付近に位置する一方、昇降ベルト９２の後端９２Ｂは、昇降ガイド溝９１
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のＵ字状カーブ（９１Ｃ）を通って、筒状容器２の下端２Ｂ付近に位置するように設定し
てある。また、この昇降ベルト９２の後端９２Ｂは、連結部１２を介して保持体３の外周
面に一体に連結固定されている。
【００４６】
　図１のように蓋体５が閉じている状態、すなわち、昇降ベルト９２の先端９２Ａが筒状
容器２の上端２Ａ付近に位置する状態において、昇降ベルト９２の先端９２Ａを筒状容器
２の下端２Ｂ方向へ押し下げようとする力が作用すると、昇降ベルト９２の先端９２Ａは
筒状容器２の下端２Ｂ方向に向って下降する一方、昇降ベルト９２の後端９２Ｂは、筒状
容器２の上端２Ａ方向に向って上昇するので、保持体３は昇降ベルト９２の後端９２Ｂと
一緒に上昇する。
【００４７】
　前記のように昇降ベルト９２の後端９２Ｂと保持体３が上昇した状態において、昇降ベ
ルト９２の先端９２Ａを筒状容器２の上端２Ａ方向へ押し上げようとする力が作用したと
きには、昇降ベルト９２の先端９２Ａは、筒状容器２の上端２Ａ方向に向って上昇する一
方、昇降ベルト９２の後端９２Ｂは、筒状容器２の下端２Ｂ方向に向って下降するので、
保持体３も昇降ベルト９２の後端９２Ｂと一緒に下降する。
【００４８】
　前記連結部１２の具体的な構成として、図１の棒状化粧料容器１では、昇降ベルト９２
の後端９２Ｂ側表面に嵌合突起１２１を設けるとともに、この嵌合突起１２１が嵌め込み
固定される嵌合孔１２２を保持体３の外周面に設ける構成を採用しているが、これ以外の
別の構成によって昇降ベルト９２の後端９２Ｂと保持体３の外周面とを一体に連結しても
よい。
【００４９】
《連動手段の説明》
　連動手段１０の具体的な構成として、図１の棒状化粧料容器１では、下記のような第１
の構造と第２の構造を採用している。
【００５０】
　（第１の構造）
　第１の構造は、昇降ベルト９２の先端９２Ａ側表面に嵌合突起１０１を設け、この嵌合
突起１０１に対応する嵌合孔１０２をヒンジ基部６１に設けるとともに、嵌合突起１０１
が嵌合孔１０２に嵌め込まれることで、昇降ベルト９２の先端９２Ａ側とヒンジ基部６１
とが連結される構造（以下「連結構造部１０３」という）である（図６（ａ）参照）。
【００５１】
　（第２の構造Ｂ）
　第２の構造は、筒状容器２の上下端２Ａ、２Ｂ方向に沿って縦長に形成された凹部１０
４（以下「縦長凹部１０４」という）を操作体７の裏面（具体的には、スライド板７１の
裏面）に設けるとともに、その縦長凹部１０４内に連結構造部１０３を配置することによ
って、縦長凹部１０４の内壁後方面１０４Ａで連結構造部１０３を筒状容器２の上端２Ａ
方向へ押し上げることや（図１参照）、縦長凹部１０４の内壁前方面１０４Ｂで連結構造
部１０３を筒状容器２の下端２Ａ方向へ押し下げること（図３（ａ）（ｂ）参照）ができ
る構造である。
【００５２】
　図１のように蓋体５が閉じている状態において、操作体７は筒状容器２の上端２Ａ付近
（具体的には、スライド上限点Ｐ１）に位置し、昇降ベルト９２の先端９２Ａも筒状容器
２の上端２Ａ付近に位置し、また、縦長凹部１０４の後方内壁面１０４Ａが連結構造部１
０３に当接した状態になっており、さらに、操作体７の一部（具体的には、スライド体７
１の先端部。以下同様とする）が蓋体５の切欠き部５２に入り込んだ状態になっている。
このような状態を以下「閉ロック状態」という。閉ロック状態の時、棒状化粧料Ｋは筒状
容器２内に収容された状態になっている。
【００５３】
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　前記のような閉ロック状態（図１参照）において、図３（ａ）に示したように操作体７
を筒状容器２の下端２Ｂ方向に所定量スライドさせると、蓋体５の切欠き部５２から操作
体７の一部が離れる。
【００５４】
　この時、操作体７における縦長凹部１０４の内壁後方面１０４Ａは図３（ａ）のように
連結構造部１０３から離れる一方、その縦長凹部１０４の内壁前方面１０４Ｂは連結構造
部１０３に接近するが、操作体７のスライド開始時から所定期間、具体的には、縦長凹部
１０４の内壁前方面１０４Ｂによる連結構造部１０３の押し下げ動作が開始される直前ま
での期間（以下「押下げ休止期間」という）内では、ヒンジ部６やヒンジ基部６１は動か
ずに停止の状態を維持している。
【００５５】
　このため、蓋体５と操作体７との間には操作体７スライド分の隙間Ｇが生じ、かかる隙
間Ｇによりヒンジ部６の上方が開放されることで、ヒンジ部６は所定方向、すなわち筒状
容器２の外周面に対して反る方向に屈曲できる状態になる。
【００５６】
　そして、押下げ休止期間の後に続けて更に、図３（ｂ）に示したように操作体７を筒状
容器２の下端２Ｂ方向に所定量スライドさせると、縦長凹部１０４の内壁前方面１０４Ｂ
による連結構造部１０３の押し下げ動作が始まる。これにより、ヒンジ部６がスライド下
限点Ｐ２の方向（筒状容器２の下端２Ｂ方向）に移動しならが所定方向（筒状容器２の外
周面に対して反る方向）に屈曲することで、蓋体５は開いた状態になる。
【００５７】
　また、前記のような縦長凹部１０４の内壁前方面１０４Ｂによる連結構造部１０３の押
し下げ動作により、昇降ベルト９２の先端９２Ａが筒状容器２の下端２Ｂ方向に向って下
降する一方、昇降ベルト９２の後端９２Ｂが筒状容器２の上端２Ａ方向に向って上昇する
ので、保持体３は上昇する。
【００５８】
　前記のような保持体３の上昇によって、棒状化粧料Ｋは、図４のように筒状容器２の上
端開口４方向に繰り出される。
【００５９】
　以上の動作説明から分かるように、図１の棒状化粧料容器１では、前記のような第１の
構造および第２の構造からなる連動手段１０の採用により、操作体７のスライド動作と保
持体３の上昇動作とヒンジ部６による蓋体５の開動作とが連動する。
【００６０】
　図４を参照すると、操作体７はスライド下限点Ｐ２（筒状容器２の下端２Ｂ付近）まで
スライドさせることができ、操作体７と一緒に蓋体５、ヒンジ部６およびヒンジ基部６１
もスライド下限点Ｐ２に向って下降する。このとき、ヒンジ部６は所定方向に屈曲した状
態を維持したままスライド下限点Ｐ２付近まで下降し、また、蓋体５はその裏面が筒状容
器２の外周面と対向する状態を維持したままスライド下限点Ｐ２付近まで下降する。
【００６１】
　なお、操作体７がスライド下限点Ｐ２に到達した時点で、保持体３の上昇による棒状化
粧料Ｋの繰出し量は最大になる。
【００６２】
　次に、スライド下限点Ｐ２からスライド上限点Ｐ１に向けて操作体７をスライドさせた
場合の動作について説明すると、この場合は、操作体７のスライド開始直後から、縦長凹
部１０４の内壁後方面１０４Ａによって連結構造部１０３が押し上げられる。
【００６３】
　これにより、ヒンジ部６はスライド上限点Ｐ１の方向（筒状容器２の上端２Ａ方向）に
向って上昇する。これと同時に、昇降ベルト９２の先端９２Ａは筒状容器２の上端２Ａ方
向に向って上昇する一方、昇降ベルト９２の後端９２Ｂは筒状容器２の下端２Ｂ方向に向
って下降するので、保持体３は下降する。
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【００６４】
　そして、操作体７がスライド上限点Ｐ１の近傍に到達すると、ヒンジ部６が筒状容器２
の上端開口４に掛かり、この時点から、それまで屈曲していたヒンジ部６がその弾性復元
能力によって屈曲前の元の状態に戻ることで、蓋体５は閉じ始める。
【００６５】
　そして、最終的に操作体７がスライド上限点Ｐ１に到達すると、操作体７と同じく昇降
ベルト９２の先端９２Ａも筒状容器２の上端２Ａ付近に到達し、また、操作体７における
縦長凹部１０４の後方内壁面１０４Ａが連結構造部１０３に当接し、かつ、操作体７の一
部が蓋体５の切欠き部５１に入り込んだ状態になる。つまり、前述の閉ロック状態が再現
される。
【００６６】
　以上の動作説明から分かるように、図１の棒状化粧料容器１では、前述した第１の構造
および第２の構造からなる連動手段１０の採用により、操作体７のスライド動作と保持体
３の下降動作とヒンジ部６による蓋体５の閉動作とが連動する。
【００６７】
　要するに、図１の棒状化粧料容器１では、筒状容器２の上端２Ａ付近が操作体７のスラ
イド上限点Ｐ１として設定され、筒状容器２の下端２Ｂ付近が操作体７のスライド下限点
Ｐ２として設定されていて、スライド上限点Ｐ１からスライド下限点Ｐ２に向けて操作体
７をスライドさせたときには、ヒンジ部６がスライド下限点Ｐ１に向けて移動しながら筒
状容器２の外周面に対して反る方向に屈曲することで、蓋体５は開いた状態になる一方、
その状態から操作体７をスライド上限点Ｐ１までスライドさせたときには、ヒンジ部６が
スライド上限点Ｐ１に向けて移動しながら屈曲前の元の状態に戻ることにより、蓋体５は
閉じた状態になる。
【００６８】
《その他の構成の説明など》
　図１の棒状化粧料容器１においては、筒状容器２と保持体３との間に金属製のスリーブ
１３を介在させるとともに、保持体３の昇降動作とスリーブ１３の昇降動作とを公知のカ
ム機構（特許文献１を参照）によって連動させる構成を採用している。
【００６９】
　前記のような公知のカム機構による連動は、例えば、保持体３が筒状容器２の下端２Ｂ
付近から中央付近まで上昇する区間を第１区間とし、第１区間の終りから保持体１３が筒
状容器２の上端２Ａ付近まで上昇する区間を第２区間とした場合において、その第１区間
では、保持体３の上昇動作に連動してスリーブ１３が上昇し、棒状化粧料Ｋより一歩先に
筒状容器２の上端開口４からスリーブ１３が露出する一方、第２区間では、保持体３の上
昇動作とスリーブ１３の上昇動作との連動が解除され、保持体３だけが上昇することによ
って、上昇停止中のスリーブ１３から図４のように棒状化粧料Ｋが外部に露出するという
ものである。
【００７０】
《他の実施形態（その１）》
　図５は、本発明の他の実施形態（その１）の説明図である。この図５において図１に示
された部材と同一部材には同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【００７１】
　図５の棒状化粧用容器１では、蓋体５の裏面にフック１４が設けられる一方、該フック
１４を引っ掛けるための凹部１５（以下「フック引っ掛け用凹部１５」という）が筒状容
器２の内周面（具体的には筒状容器２の上端開口付近）に設けられている。そして、図５
のように蓋体５が閉じられた状態のときに、当該フック１４の先端部がフック引っ掛け用
凹部１５に落ち込んで引っ掛かる構造になっている。
【００７２】
　このような構造によると、閉じられた状態にある蓋体５のバタツキを効果的に防止する
ことができるとともに、蓋体５の閉時にクリック感が得られることで、蓋体５がしっかり
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閉じられていることを利用者に認識させることができる等、棒状化粧用容器としての利便
性が向上する。
【００７３】
《他の実施形態（その２）》
　図６（ｂ）は、本発明の他の実施形態（その２）の説明図である。この図６（ｂ）にお
いて図１に示された部材と同一部材には同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【００７４】
　図１の棒状化粧用容器１では、図６（ａ）にも示した通り、ヒンジ部６（ヒンジ基部６
１も含む）と昇降ベルト９２を別部品として個別に作製し、それらを後で前述の連結構造
部１０３によって連結しているが、これとは別の実施形態（その２）として、部品点数の
削減やコストダウンを図る等の観点より、例えば図６（ｂ）に示したように、蓋体５とヒ
ンジ部６（ヒンジ基部６１も含む）と昇降ベルト９２を最初から一部品として一体に構成
してもよい。
【００７５】
　このような構成を採用する場合には、その構成上、図６（ａ）に示された連結構造部１
０３が無くなるので、かかる連結構造部１０３の代わりに、凸部１６を昇降ベルト９２の
表面に形成する。そして、凸部１６が縦長凹部１０４内に配置されることによって、縦長
凹部１０４の内壁後方面１０４Ａで凸部１６を筒状容器２の上端２Ａ方向へ押し上げるこ
とや、縦長凹部１０４の内壁前方面１０４Ｂで凸部１６を筒状容器２の下端２Ａ方向へ押
し下げることができるように構成する。
【００７６】
　前記のような凸部１６の押し上げ動作によって、ヒンジ部６がスライド下限点Ｐ２の方
向（筒状容器２の下端２Ｂ方向）に移動しならが所定方向（筒状容器２の外周面に対して
反る方向）に屈曲することで、蓋体５は開いた状態になる。また、前記のような凸部１６
の押し下げ動作によって、ヒンジ部６がスライド上限点Ｐ１に向けて移動しながら屈曲前
の元の状態に戻ることにより、蓋体５は閉じた状態になる。
【００７７】
《他の実施形態（その３）および（その４）》
　図７は、本発明の他の実施形態（その３）の説明図、図８は、本発明の他の実施形態（
その４）の説明図である。この図７および図８において図１に示された部材と同一部材に
は同一符号を付し、その詳細説明は省略する。
【００７８】
　図１の棒状化粧用容器１では、前述の通り、操作体７をスライド上限点Ｐ１までスライ
ドさせることによって蓋体５が閉じた状態になる。この状態において、スライド上限点Ｐ
１に位置する操作体７がスライド下限点Ｐ２方向へ自然に滑落してしまうことにより、閉
じている蓋体５が多少開いてしまうおそれもある。このような操作体７の自然滑落による
意図しない蓋体５の開状態を防止するため、本発明の他の実施形態（その３）として、例
えば、図７に示したストッパ手段あるいは図８に示したストッパ手段を採用することがで
きる。
【００７９】
　図７のストッパ手段は、その具体的な構成として、操作体７の裏側（具体的には、筒状
容器２の外面に対向している操作用凸部７２の裏面）に第１の突起１７Ａを設ける一方、
この第１の突起１７Ａに対向する第２の突起１７Ｂを筒状容器２の外面におけるスライド
上限点Ｐ１の直前付近に設けるとともに、操作体７がスライド上限点Ｐ１に到達する直前
付近で、第１の突起１７Ａが第２の突起１７Ｂを乗り越えるように構成してある。
【００８０】
　以上のような構成を採用した図７のストッパ手段によると、スライド上限点Ｐ１に位置
する操作体７がスライド下限点Ｐ２方向へ自然に滑落しようとしたときに、第１の突起１
７Ａも操作体７と一緒にスライド下限点Ｐ２方向へ移動しようとするが、そのような第１
の突起１７Ａの移動先には第２の突起１７Ｂがストッパとして存在し、第１の突起１７Ａ
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の移動は抑制されるので、操作体７がスライド上限点Ｐ１からスライド下限点Ｐ２方向に
自然に滑落するような不具合は効果的に防止される。
【００８１】
　図８のストッパ手段は、その具体的な構成として、操作体７の側面（具体的には、ガイ
ドレール８１の面）に凹溝１７Ｃを設ける一方、この凹溝１７Ｃに対応する凸ダボ１７Ｄ
を容器外面凹部１１の底面におけるスライド上限点Ｐ１に設けるとともに、操作体７がス
ライド上限点Ｐ１に到達した際に、凹溝１７Ｃが凸ダボ１７Ｄに入り込んで係合するよう
に構成してある。
【００８２】
　また、図８のストッパ手段では、凹溝１７Ｃの前方部にテーパ面ＴＳを形成するととも
に、このテーパ面ＴＳを凸ダボ１７Ｄが登って凹溝１７Ｃに入り込むように設定すること
により、凹溝１７Ｃに対する凸ダボ１７Ｄの入り込み動作がスムーズとなるように構成し
てある。
【００８３】
　以上のような構成を採用した図８のような構成のストッパ手段によると、スライド上限
点Ｐ１に位置する操作体７がスライド下限点Ｐ２方向へ自然に滑落しようとしても、スラ
イド上限点Ｐ１では凹溝１７Ｃが凸ダボ１７Ｄに入り込んで係合した状態になっているか
ら、そのような操作体７の自然滑落は効果的に防止される。
【００８４】
　以上説明した図７および図８のストッパ手段は一例であり、これら以外のストッパ手段
によって操作体７の自然滑落を防止してもよい。
【００８５】
《まとめ》
　以上説明した実施形態の棒状化粧料容器１では、前記の通り「蓋体５を開閉するための
ヒンジ部６として「蓋体５の裏面外周部から操作体７の方向に向けて垂下した形態の屈曲
可能な樹脂板材」を採用した。このため、当該ヒンジ部６は一枚の樹脂板材で構成される
から、従来の軸ヒンジを採用したヒンジ部に比べ、部品の点数が少なく、また蓋体５の開
閉構造も一枚の樹脂板材からなる簡単な構造になる点で、本実施形態の棒状化粧料容器１
は、部品点数が少なく、かつシンプルな構造である。
【００８６】
　また、以上説明した実施形態の棒状化粧料容器１では、前述の通り、スライド上限点Ｐ
１からスライド下限点Ｐ２に向けて操作体７をスライドさせたときには、ヒンジ部６がス
ライド下限点Ｐ２に向けて移動しながら筒状容器２の外周面に対して反る方向に屈曲する
ことで、蓋体５は開いた状態になるように構成した。つまり、蓋体５の開時にヒンジ部６
はスライド下限点Ｐ２である筒状容器２の下端２Ｂ付近まで移動し、このようなヒンジ部
６の移動に伴って蓋体５もヒンジ部６と同じ方向に移動することで、蓋体５は筒状容器２
の下端２Ｂ付近に配置されるから、開いた蓋体５が筒状容器２の上端開口４付近に位置す
る状態で残ることはなく、蓋体５がメイク作業などの邪魔にならない点で、本実施形態の
棒状化粧料容器１は、使い勝手に優れたものである。
【００８７】
　さらに、スライド下限点Ｐ２付近まで下降した蓋体５によって筒状容器２の下端２Ｂ付
近外周面には滑り止めとしての凹凸ができるので、このような凹凸による棒状化粧料容器
１の脱落防止効果も期待でき、誤って棒状化粧料容器１を落してしまうようなことも少な
くなるという利点がある。
【００８８】
　また、ヒンジ部６を構成する樹脂板材は、従来の軸ヒンジに比べ、薄くて嵩張らないの
で、本実施形態の棒状化粧料容器１は、棒状化粧料容器としての見栄えの向上や、棒状化
粧料容器全体のスリム化を図るのに好適である。
【００８９】
　本発明は、以上説明した実施形態に限定されるものではなく、本発明の技術的思想内で
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当分野において通常の知識を有する者により多くの変形が可能である。
【００９０】
　例えば、前述のスリーブ１３やカム機構は必要に応じて適宜省略することができる。ま
たＰＰ（ポリプロピレン）樹脂板と同等に機能する樹脂板を本発明のヒンジ部５として採
用することも可能である。
【符号の説明】
【００９１】
１　棒状化粧料容器
２　筒状容器
２Ａ　筒状容器の上端
２Ｂ　筒状容器の下端
３　保持体
３１　筒体
３２　受け台
４　筒状容器の上端開口
５　蓋体
５１　環状突起
５２　切欠き部
６　ヒンジ部
６１　ヒンジ基部
７　操作体
７１　スライド体
７２　操作用凸部
８　スライド機構部
８１　ガイドレール
８２　スライドガイド溝
９　昇降機構部
９１　昇降ガイド溝
９１Ａ　昇降ガイド溝の始端
９１Ｂ　昇降ガイド溝の終端
９２　昇降ベルト
９２Ａ　昇降ベルトの先端
９２Ｂ　昇降ベルトの後端
１０　連動手段
１０１　嵌合突起
１０２　嵌合孔
１０３　連結構造部
１０４　縦長凹部
１０４Ａ　縦長凹部の内壁後方面
１０４Ｂ　縦長凹部の内壁前方面
１１　凹部（容器外面凹部）
１２　連結部
１２１　嵌合突起
１２２　嵌合孔
１３　スリーブ
１４　フック
１５　凹部（フック引っ掛け用凹部）
１６　凸部
１７Ａ　第１の突起
１７Ｂ　第２の突起
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１７Ｃ　凹溝
１７Ｄ　凸ダボ
Ｃ　接合部
Ｇ　隙間
Ｋ　棒状化粧料
Ｐ１　スライド上限点
Ｐ２　スライド下限点
ＴＳ　テーパ面
【要約】
【課題】部品点数が少なく、かつ、シンプルな構造で、使い勝手も優れた棒状化粧料容器
を提供する。
【解決手段】棒状化粧料容器１は、上端開口型の筒状容器２と、筒状容器の上端開口４に
設けた蓋体５と、蓋体を開閉するためのヒンジ部６と、筒状容器の外周部に設けた操作体
７と、を具備し、ヒンジ部６は、蓋体の裏面外周部から操作体の方向に向けて垂下した形
態の屈曲可能な樹脂板材によって形成され、スライド上限点Ｐ１からスライド下限点に向
けて操作体をスライドさせたときには、ヒンジ部がスライド下限点に向けて移動しながら
筒状容器の外周面に対して反る方向に屈曲することで、蓋体は開いた状態になる一方、そ
の状態から操作体をスライド上限点Ｐ１までスライドさせたときには、ヒンジ部がスライ
ド上限点に向けて移動しながら屈曲前の元の状態に戻ることにより、蓋体は閉じた状態に
なる。
【選択図】図１

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図８】
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